
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は令和 42 年に 25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,485 人     
女性   16,061 人    
合計   30,546 人    
世帯   13,687 世帯

( － 1）
( － 4）
( － 5）
( － 4）

人の動き
 （R3.8.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   11 月 1 日🈷 口座振替  10 月 25 日🈷

町 県 民 税（ 普 通 徴 収 ） 　 　　            　        第 3 期
国 民 健 康 保 険 税（ 普 通 徴 収 ）　      　  第 4 期 
介 護 保 険 料（ 普 通 徴 収 ）　　　　    　  第 4 期
後 期 高 齢 者 医 療 保 険 料（ 普 通 徴 収 ）  第 4 期

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

家 族 の き ず な

◦ PROFILE
にしむら・そういちろう　会社員。美希ちゃんの夏休みの宿題では、
　一緒に夏野菜グラタンを作るなど料理が趣味　出作出身
にしむら・あきこ　パート。趣味はフラダンス。地元の子どもたちに
　ヒップホップダンスを教えていたことも　大洲市出身
にしむら・みき　体育と音楽が得意。寝る前に必ず CD を聴くほど
　宝塚歌劇団がお気に入り。将来の夢は、同団のトップスター   小 2
にしむら・さき　ホットケーキなどお菓子作りが好き。バレエの舞台
　にも物おじしない度胸の持ち主。将来の夢は、ケーキ屋さん  5 歳
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　出作に住む西村さんファミリー。今年の夏は、家庭用かき氷
機を使っておうちカフェを楽しんだという仲良し家族です。
　「家族サービスとストレス発散を兼ねて」と笑うように、休みの
日には料理を担当するという聡一郎さん。中華鍋を使って作る
本格的なチャーハンやイリコでだしから取って作るうどんなど、
凝った料理を振舞い、家族に大好評です。
　一方、20歳から10年ほどヒップホップダンスを習っていたとい
う亜紀子さん。出産後は、子育てのサークル活動をきっかけにフ
ラダンスに目覚め、2歳で初舞台を踏んだ美希ちゃんや昨年から
始めた咲希ちゃんと一緒にカルチャースクールに通っています。
　フラダンスの他にも、4歳からバレエを始めた美希ちゃん。「ス
カートがひらっとして可愛いから」とターンがお気に入りです。そ
んなお姉ちゃんを見て、「ダンスが大好きで習いたくなった」と話
す咲希ちゃんも、2歳から同じ教室へ。10月に発表会を控える2人
は、「笑顔で上手に踊れるように頑張りたい」と意気込んでいます。
　家族でキャンプに行くために道具をそろえたという西村さん
ファミリー。これから、たくさんの自然遊びを満喫していきます。
　次回は、亜紀子さんのお友達、大西弘美さん＝北川原＝ファ
ミリーをご紹介します。

西村聡一郎さん　亜紀子さん  

　　    美希ちゃん　　  咲希ちゃん （出作）

金婚式を迎えた夫婦を紹介
50 年  とこれから
私たちの

（写真左から）

栗原  　 さん   Kurihara  Kou

栗原  富子 さん   Kurihara  Tomiko

　9月18日、文化センターで開催した金婚者表彰式
には、本年度、町内で金婚式を迎えた53組のご夫婦
うち、23組が出席しました。おめでとうございます。

　北伊予小学校で環境委員を務める6 年生8人は、アルミ缶回
収などのリサイクル活動や、学校の美化活動に取り組んでいます。
　半年間の委員会活動を振り返り、「花を植えるのが楽しかった」
と話すのは、中

なか

村
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さん。ポーチュラカやマリーゴールドなど
を植えるプランターは、土に還る材質のものを使うなど環境に
配慮しています。また、一

いっ

色
しき

巧
たく

翔
と

さんが、「花がきれいに見えるよ
う工夫した」と話すように、植えるだけでなく、花の向きやプラン
ターの配置場所に気を配りながら、中庭を彩りました。
　リサイクル活動の主軸になっているのが、アルミ缶回収。池

いけ

田
だ

美
み

優
ゆ

さんが、「分かりやすいよう、はっきり放送したい」と心掛け
る校内放送で、回収日や時間を全校児童に呼び掛けています。
　各家庭から学校に持ってきてくれたアルミ缶をまとめるのも、
環境委員の仕事。委員長の藤

ふじ
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さんが、「受け取るときに、い
ろんな人と話せるのが楽しい」とほほ笑み、池

いけ

田
だ

誉
ほまれ

さんが、「積極
的なあいさつを頑張りたい」と意気込むように、アルミ缶回収を
通して、校内コミュニケーションの活性化にもつながっています。

Kids
頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!

　「校内放送では、5 年生に読みやすい原稿を渡します」
と一緒に活動する下級生を気遣う小
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さんに、「普段
の掃除ではしないところを隅々まできれいにしたい」と校
内清掃への意気込みを見せる金
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さ
んが、「たくさん集めて誰かの役に立てたらうれしい」とほ
ほ笑むように、今年度 9月から実施するテープの巻き芯リ
サイクルも、みんなで力を合わせて取り組んでいきます。

　本年度、結婚50年の節目を迎える栗原さん夫婦＝大溝＝。　さ
んは、「いつ死んでも悔いがないくらい、本当に良い人生だった」
と半世紀を振り返ります。
　大学卒業後、入社した愛知県の企業で富子さんと出会い、一目
見て2人の運命を感じたという　さん。約35年前、転職を機に大
溝へUターンしました。営業一筋で、仕事人間だった　さんは、「育
児は任せっぱなし。マイペースな私に付いてきてくれて感謝して
いる」と働き者の富子さんをたたえます。一方富子さんも、「仕事
で疲れていても、休日にはよく家族を中国・九州地方へドライブに
連れて行ってくれた」と楽しい思い出を振り返り、「今では食事を
作ってくれたり、買い物の荷物を全部持ってくれたり、協力的でう
れしい」とほほ笑みます。
　また2人には、離れて暮らす親孝行な息子たちが―。富子さんが、

「おかげでスマホを使いこなせるようになった」と笑うように、誕生
日にはパソコンやスマホなど、2人を気遣った贈り物をしてくれる長
男と、　さんが、「初めての場所ばかりでどれもいい思い出」と目を
細めるように、北海道や東北など勤務地が変わる度に2人を招待し、
交通手段もホテルも用意して案内してくれる次男―。2人が幸せな

金婚式を迎られたのも、そんな息子家族たちのおかげです。
　「体は衰えても、いつまでも明るく若々しい気持ちを持
ち続けたい」と話す　さんに、「孫の成長を楽しみに、花や
野菜を育てながら穏やかに過ごせたら―」とほほ笑む富子
さん。今後も2人並んで、楽しい人生を歩んでいきます。
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